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人
権
を
守
る
在
留
外
国
人
制
度
が
必
要

を
得
る
こ
と
が
難
し
く
、
２
０
０
０
人
中
７
０

０
人
が
仮
放
免
の
状
態
に
あ
り
、
制
度
上
就
労

権
が
な
く
、
行
動
の
自
由
を
奪
わ
れ
て
い
る
状

態
に
あ
る
た
め
、
不
法
滞
在
者
の
レ
ッ
テ
ル
を

貼
ら
れ
や
す
い
身
分
で
あ
る
こ
と
。
も
う
一
つ

は
ク
ル
ド
人
国
家
が
な
く
、
居
住
し
て
い
る
国

か
ら
も
保
護
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
蔑
視
さ

れ
て
い
て
、
ヘ
イ
ト
さ
れ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
大

使
館
か
ら
苦
情
が
出
な
か
っ
た
り
し
た
た
め
だ

と
い
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
自
国
の
政
権
与
党

か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
迫
害
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
と
言
う
。

ワ
ッ
カ
ス
さ
ん
は
ク
ル
ド
人
が
日
本
に
溶
け

込
め
る
た
め
に
、
ク
ル
ド
文
化
協
会
を
つ
く
り
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
ク
ル
ド
料
理
教

室
な
ど
を
開
き
、
ク
ル
ド
人
の
た
め
の
日
本
語

教
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
毎
年
3
月
21
日

は
ク
ル
ド
の
新
年
祭
（
Ｎ
ｅ
ｗ
ｒ
ｏ
ｚ
）
で
自

由
と
民
主
主
義
へ
の
戦
い
を
誓
う
と

い
う
。

私
の
川
口
市
在
住
の
兄
に
聞
い
て

も
、
実
際
に
は
何
の
問
題
も
起
き
て

い
な
い
か
ら
、
不
思
議
だ
と
言
う
。

つ
ね
に
弱
者
が
い
じ
め
の
対
象
と
な

る
。
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
。
今
後
は

人
権
に
則
っ
た
、
ヒ
ト
に
や
さ
し
い

在
留
外
国
人
制
度
（
現
在
日
本
で
正

式
な
移
民
制
度
は
な
い
ら
し
い
）
の

確
立
が
強
く
望
ま
れ
る
。

【
西
宮
市

半
田

伸
夫
】

芦西
屋宮

西
宮･

芦
屋
支
部
／
国
際
部

市
民
公
開
講
演
会

西
宮･

芦
屋
支
部
と
協
会
国
際
部
は
12
月
６
日

（
土
）
、
協
会
会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
で

市
民
講
演
会
「
日
本
に
お
け
る
ク
ル
ド
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
医
療
・
ヘ
イ
ト
問
題
」
を
開
催
。
国
際

部
長
の
水
間
美
宏
先
生
が
司
会
を
務
め
、
日
本
ク

ル
ド
文
化
協
会
代
表
の
ワ
ッ
カ
ス
・
チ
ョ
ー
ラ
ク

さ
ん
が
講
師
を
務
め
た
。
会
員
・
市
民
ら
22
人
が

参
加
し
た
。

参
加
し
た
西
宮
市
・
半
田
医
院
の
半
田
伸
夫
先

生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

夏
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
外
国
人
問
題
が
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
、
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
を
掲
げ

る
政
党
が
躍
進
し
た
。
相
前
後
し
て
埼
玉
県
川
口

市
・
蕨
市
在
留
の
ク
ル
ド
人
へ
の
差
別
が
激
化
し

て
い
た
。

こ
の
講
演
会
は
こ
の
ク
ル
ド
人
問
題
に
つ
い
て

正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
企
画
さ
れ
、
２
０
０
９

年
に
来
日
し
、
東
京
外
国
語
大
学
で
ク
ル
ド
言
語

講
座
の
講
師
を
し
て
い
る
ワ
ッ
カ
ス
さ
ん
を
お
招

き
し
た
。
講
演
に
参
加
し
た
の
で
、
そ
の
感
想
を

述
べ
る
。

ク
ル
ド
人
は
国
を
持
た
な
い
世
界
最
大
の
少
数

民
族
と
言
わ
れ
る
。
ク
ル
ド
語
を
母
国
語
と
す
る

人
は
４
５
０
０
万
か
ら
５
０
０
０
万
人
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
古
来
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
の
地
に

居
住
し
、
現
在
は
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
、

イ
ラ
ン
に
ま
た
が
っ
て
定
住
し
て
い
る
。
ワ
ッ
カ

ス
さ
ん
は
ト
ル
コ
国
籍
と
の
こ
と
。
現
在
２
０
０

０
人
前
後
の
ク
ル
ド
人
が
、
シ
リ
ア
内
戦
前
後
か

ら
難
民
や
留
学
生
と
し
て
来
日
し
、
暮
ら
し
て
い

て
、
大
半
が
川
口
市
・
蕨
市
に
在
住
し
て
い
る
。

在
留
外
国
人
と
し
て
は
中
国
人
90
万
人
、
ベ
ト

ナ
ム
人
66
万
人
、
韓
国
人
41
万
人
、
な
ど
と
比
べ

て
も
極
め
て
少
な
い
。
な
ぜ
問
題
に
な
っ
た
か
と

言
う
と
、
理
由
は
２
つ
あ
る
。
一
つ
は
在
留
資
格

日
本
に
お
け
る
ク
ル
ド
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
医
療
・
ヘ
イ
ト
問
題市民からは質問とあわせて差別扇動への

憤りが語られた

ワッカスチョーラクさんが日本に住む
クルド人の生活について話した
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Ｆ
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３
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０
１

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
12
月
26
日
（
金
）
に

西
宮
医
療
会
館
会
議
室
で
世
話
人
会
を
開
催
。

５
人
が
参
加
し
た
。

【
Ⅰ
．
最
近
の
診
療
経
験
の
交
流
】

・
か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告
制
度
に
つ
い
て

・
２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

・
薬
剤
供
給
不
足
問
題
に
つ
い
て

【
Ⅱ
．
予
定
・
企
画
】

①
支
部
会
員
忘
年
会
（
12
・
27
）

②
市
民
講
演
会
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
状
と

今
後
の
展
望
」
（
２
・
21
）

③
「
日
本
の
青
空
」
映
画
上
映
会
（
２
・
28
）

④
２
０
２
６
年
診
療
報
酬
改
定
研
究
会

（
４
・
９
）

⑤
第
46
回
支
部
総
会
・
記
念
講
演
（
７
・
18
）

【
Ⅲ
、
そ
の
他
】

①
「
震
災
30
年
の
集
い
」
書
籍
普
及

②
小
出
裕
章
さ
ん
新
年
号
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

【
Ⅳ
．
報
告
】

①
保
険
請
求
事
務
講
習
会
（
12
・
14
）な

ど

世
話
人
会
だ
よ
り

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜
日
で
す
。

次
回
は
２
月
27
日
（
金
）
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
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保
険
請
求
事
務
講
習
会

分
か
り
や
す
い
解
説
で
明
日
か
ら
役
に
立
つ

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

当
日
は
「
保
険
請
求
の
要
点
」
（
兵
庫
県

保
険
医
協
会
編
集
／
発
行
）
を
テ
キ
ス
ト
に
、

請
求
の
事
例
も
紹
介
し
な
が
ら
保
険
請
求
の

実
務
や
外
来
で
よ
く
算
定
す
る
診
療
報
酬
点

数
な
ど
に
つ
い
て
解
説
。
参
加
者
か
ら
は

「
現
場
で
の
実
際
の
運
用
も
含
め
て
解
説
い

た
だ
き
勉
強
に
な
っ
た
」
「
自
身
の
中
で
あ

い
ま
い
だ
っ
た
こ
と
が
し
っ
か
り
と
理
解
で

き
た
」
「
現
場
で
は
聞
き
づ
ら
い
内
容
を
分

か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
け
て
よ
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
好
評
を
得
た
。

2026年度診療報酬改定研究会
(西宮会場)

川崎先生(左)と中島先生(右)が医療保険の基
礎知識から請求の実務まで幅広く解説した

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
12
月
14
日
（
日
）
、

西
宮
商
工
会
館
に
て
医
科
外
来
向
け
の
保
険

請
求
事
務
講
習
会
を
開
催
。
西
宮
市
・
川
﨑

医
院
の
川
﨑
史
寛
先
生
と
、
西
宮
市
・
中
島

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
中
島
敏
雄
先
生
が
講
師
を
務

め
、
会
員
医
療
機
関
の
医
師
・
ス
タ
ッ
フ
ら

49
人
が
参
加
し
た
。

保
険
請
求
事
務
講
習
会
は
主
に
医
療
事
務

の
歴
が
浅
い
初
級
者
の
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に
、

保
険
請
求
の
基
礎
を
学
ん
で
も
ら
う
講
習
会
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
２
０
２

０
年
を
最
後
に
開
催
を
見
送
っ
て
お
り
、
５

西宮･芦屋支部忘年会

支部の１年の取り組みを振り返り楽しく交流
西宮・芦屋支部は12月27日(土)に毎年恒例の支部忘年会を

開催。今年は昨年に続き西宮北口の「梅の花」を会場とし、

会員医療機関の医師・歯科医師のほか、支部主催「リスクマ

ネジメント研究会」でアドバイザーを務められている弁護士

の鵜飼万貴子先生が参加した。

参加者は湯葉のしゃぶしゃぶなど

料理を囲み、支部ニュースなどをも

とに「震災30年の集い」など2025年

の取り組みを振り返ったほか、診療

経験や抱負を語り、大いに交流を深

めた。

「支部ニュース」をもとに

今年一年の支部の取り組み

を振り返った

日 時 2026年4月9日(木)14時～

会 場 西宮市プレラホール

講 師 岩下 敬正 先生

川﨑 史寛 先生

中島 敏雄 先生

※詳細は決まり次第改めて案内ハガキ

をお送りいたします。

お問い合わせは兵庫県保険医協会

事務局（078-393-1840）まで

第19回 被災地交流／物品・物産展

市民公開講演会のご案内

「ウクライナの現状と今後の展望」
日 時 2026年 2月 21日 (土) 14時30分～

会 場 兵庫県保険医協会会議室

講 師 ウカシュ・ヴァントゥフ さん
（ウクライナ人道支援活動家・政治家・経営者）

丸山 美和 さん
（ジャーナリスト・ルポライター・

国立ヤギェウォ大学講師）

ロシアによるウクライナ侵攻から4年。今も
続く惨状を伝えるため、ポーランドの政治家
ウカシュ・ヴァントゥフ氏が来日します。

ウカシュ氏は多忙な傍ら、99回もウクライ
ナへ足を運び支援を続けてきました。本講演
では、彼が目にした現状と今後の展望を、共
に活動するジャーナリスト・丸山美和氏(通訳)
と共に報告します。4年間ノンストップで現地
と向き合う二人による貴重な学習会です。ぜ
ひご参加ください。

丸山美和さんウカシュさん

お問い合わせ・お申込みは協会事務局(078・393・1840)伊地知まで

日 時 2026年3月14日(土)9時～

会 場 ①広川内科クリニック(兵庫県西宮市神明町４−２６)

②林医院(兵庫県西宮市甲子園口３丁目９−２３)

東日本大震災被災地との交流のため、岩手県宮古市の「かけあ

しの会」の物産品販売・展示会を開催いたします。ご家族、スタッ

フ、患者さんやお知り合いなど、地域の皆様お誘い合わせのうえ、

ぜひお気軽にご参加ください。

前回の模様

【ウカシュ・ヴァントゥフ氏】
ポーランド国立ヤギェウォ大学で法学修士を取得
した起業家・政治家です。クラクフ市議会議員、
副議長を歴任し、現在は地方公務員としてベンチャー
事業の拡大に尽力。環境保護や社会活動に献身し、
2022年以降はウクライナ支援を主導。2026年1
月現在、人道支援での入国は99回に及びます。P
C2000台以上の寄贈や病院への燃料供給、孤児へ
の物資提供など多角的な支援を展開。国内では農
家支援や大気改善、リサイクル制度の推進など、
地域社会の課題解決に積極的に取り組んでいます。

林医院
西宮市甲子園口3丁目9-23
（JR甲子園口駅から南西に徒歩約８分）

広川内科クリニック
西宮市神明町4-26
（JR西宮駅より北へ徒歩約７分、

阪急西宮北口駅より南西へ徒歩約12分）

蒸し牡蠣の実演販売も予定
被災地訪問の記録、震災アスベスト、クルド、パ

レスチナについてのパネル展示、ウクライナ被災

市民支援作品展も行います


